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研究要旨 A群レンサ球菌であるStreptococcus pyogenesは、咽頭炎の
ようなありふれた病気から劇症型溶血性レンサ球菌感染症のような重
篤な感染症を引き起こす。S. pyogenesはTタンパク抗原を保有しており、
疫学マーカーとして利用されている。本研究では、ラボネットワークを
機能的に強化するため、全国の咽頭炎患者分離株および劇症型溶血性レ
ンサ球菌感染症患者分離株について、T型別を行い、ラボ間での情報の
共有などを行った。2017年咽頭炎由来株のT型は、T12型が最も多かっ
た。一方、劇症型溶連菌感染症患者由来株のT型はT1型が最も多かった。
咽頭炎由来株のT1型と劇症型溶連菌感染症患者由来株のT1、TB3264
型は、近年パラレルに推移している傾向にあった。 

 
Ａ．研究目的 

A 群レンサ球菌である Streptococcus 
pyogenes は、咽頭炎のようなありふれた病
気から劇症型溶血性レンサ球菌感染症のよ
うな重篤な感染症を引き起こす。本菌種の
疫学マーカーとして、T タンパクと M タン
パクが知られている。M 型別は、力価が低
いことや市販の抗血清がないことから、限
られた施設でのみ行われている。一方、T
型別は市販の抗血清があり、簡易に型別可
能であることから、様々な施設で実施可能
である。本研究では、全国の咽頭炎患者分
離株および劇症型溶血性レンサ球菌感染症
患者分離株について、T 型別を行い、ラボ
間での情報の共有、および強化することを
目的とする。 
 
Ｂ．研究方法 
1. 生物材料と培養方法 
咽頭炎分離株は、各都道府県の衛生研究所
に集められた。劇症型溶血性レンサ球菌感
染症患者分離株は、各都道府県の衛生研究
所から各ブロックのレファレンスセンター
を通じ国立感染症研究所細菌第一部に集め
られた。劇症型溶血性レンサ球菌感染症の
診断基準は、Working Group on Severe 
Streptococcal Infections (1993) Defining 
the group A streptococcal toxic shock 
syndrome. JAMA 269:390–391.に基づい
て定められた感染症法の診断基準に従った。
レンサ球菌の生育には、固形培地としてコ

ロンビア５％羊血液寒天培地（Becton 
Dickinson）を使用した。 
2. ゲノムＤＮＡの調製 
血液寒天培地に塗末した菌を 90µL のＴＥ
(pH8.0)に懸だく後、mutanolysin (Sigma)
を添加し、３７℃で１時間処理した後、Ｄ
ＮＡ精製キットを用いて精製した。 
3. T 血清型別 
 T 血清型別は、A 群溶血レンサ球菌 T 型
別用免疫血清（デンカ生研）を用い、製品
のプロトコールに従い、行った。 
 
Ｃ．研究結果 

1. 咽頭炎患者分離株の T 型別 
2017 年に全国の衛生研究所に収集され

た A 群レンサ球菌の菌株総数は、843 株で
あり、すべての株に対して T 型別を行った。
分離頻度の高かった T 型は、T12 (182/843, 
21.6%)、T1 (176/843, 20.9%)、TB3264 
(127/843, 15.1%)、T4 (118/843, 15.1)であ
った。T12 型の分離比率は、2016 年以降、
増加傾向であった (2015 年, 15.5%、2016
年, 19.2%、2017 年, 21.6%)。T1 型の分離
比率は、2015 年以降、増加傾向であったが 
(2014 年, 11.9%、2015 年, 14.4%、2016 年, 
23.5%)、2017 年減少した (2017 年, 20.9%)。
TB3264 型の分離比率は、減少傾向にあっ
たが (2014 年, 27.1%、2015 年 15.8%、2016
年, 11.6%)、2017 年増加した (2017 年, 
15.1%)。T4 型は、2015 年以降ほとんど同
じ分離頻度を示した (2015 年, 4.0%、2016



年 14.0%、2017 年, 14.0%)。 
2. 劇症型溶血性レンサ球菌感染症患者

分離株の T 型別 
2017 年、A 群レンサ球菌による劇症型溶

血性レンサ球菌感染症(STSS)の報告が 148
症例あった。最も分離された型は、T1 型で
あり、昨年より分離比率が低かった(2015
年, 38.7%; 2016 年, 49.7%; 2017 年, 35.8%)。
また、咽頭炎由来株の分離比率(20.9%)に比
べ、高い分離比率を示していた｡次いで、
TB3264 型が多く、その分離比率は昨年と
比較して増加した(2015年, 25.5%; 2016年, 
16.1%; 2017 年, 21.6%)。次いで T12, T3 型
が多かった(T12, 12.8%; T3, 7.4%)。この 4
つの型で全体の 75%以上を占めていた。 
 
Ｄ．考察 

T1 型の株は、2015 年から 2016 年にかけ
て、咽頭炎患者分離株と劇症型溶血性レン
サ球菌感染症患者分離株ともに増加してい
たが、2017 年ともに減少しており、パラレ
ルに推移している傾向にある。また、
TB3264型も2012年頃から急増しているこ
とや、2016 年から 2017 年にかけて増加し
ており、パラレルに推移している。今後ど
の型が増加傾向にあるか傾向を注視する必
要がある。 
 
Ｅ．結論 
咽頭炎由来株の T 型は、T12 型が多かっ

た。一方、劇症型溶連菌感染症患者由来株
の T 型は T1 型が最も多かった。咽頭炎由
来株の T1 型と劇症型溶連菌感染症患者由
来株の T1、TB3264 型は、近年パラレルに
推移している傾向にあった。 
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